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 議員派遣として参加した研修会議の内容は、次のとおりでした。 
 

期 間  令和８年２月２４日(火) 

場 所 
健康づくり交流会：湯前町 グリーンパレスグラウンドゴルフ場 

議員研修会：水上村 岩野公民館 

目 的  上球磨町村議会議員健康づくり交流会及び研修会 

 

 

報 

 

 

告 

 

 

の 

 

 

内 

 

 

容 

 

【健康づくり交流会の部】13:30～ 

１．開会 

２．優勝旗変換 

３．主催者挨拶 

４．来賓挨拶 

５．来賓紹介・祝電披露 

６．競技要領の説明 

７．選手宣誓 

８．競技 

 

【議会議員研修会の部】16:10～ 

９．講師紹介 

10. 講演 

演題：「町村議会をめぐる昨今の動向」 

講師：熊本県町村議会議長会 事務局長 古家 陽介 氏 

11.閉会 

 

 



～所 感～ 

町村議会のなり手不足をどう克服するか 

 

古江氏による本講演は、町村議会の危機に対する実践的な処方箋であった。全国的な

「なり手不足」は、民主主義の根幹を揺るがす深刻な問題である。人口減少が加速する

中、地方自治の機能を維持しなければならない。私たち議会自身が、旧態依然とした慣

習から脱却する時期に来ている。多様な人材が参画できる環境を、主体的に切り拓く覚

悟が必要である。以下に 3つの課題を示す。 

 

①議員報酬の再定義と社会保障の確立 

立候補の最大の障壁は、生活維持が困難な報酬水準にある。「議員報酬は生活給的要

素を含むべき」との方針転換は極めて重要だ。現役世代の参画を阻む、厚生年金加入に

向けた法整備も急務である。活動日数などに基づく原価方式で、報酬の根拠を客観的に

明確化すべきだ。審議会や住民に対し、堂々と正当性を説明する理論武装が求められ

る。 

 

②デジタル化の推進と多様な人材参画への障壁撤廃 

女性や若者、会社員が参画するには、時間的・物理的制約の解消が必要である。議会

の DX化は、多様性確保のための必須インフラであると再認識した。次世代を育てる主

権者教育も、議会が果たすべき重要な役割である。 

 

③徹底した情報公開による「透明性の確保」 

国や県に待遇改善を要望する以上、住民への説明責任が伴う。住民に「活動の見える

化」を徹底し、議会への信頼を更に回復せねばならない。 

 

総括 

なり手不足は、待っていれば自然に解消されるものではない。本研修で示された重点

要望を、自らの議会の課題として直視すべきだ。透明性確保や議会 DXの推進など、手

の届く改革から取り組みたい。 

 

 

 

 

 


